　特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年5月16日460号
芦生原生林植物観察会　10日　13名の参加　
　
新緑若葉が真っ盛り、萌黄があふれています。この雰囲気を味わえただけでも満足です。芦生には獣害の発生が問題にされ始めたころ10年ほど前に訪れました。噂に聞くと下草が生い茂って足を進めることが意識的にならなければ難しいほどの通路でしたが、現在では、まったく気にせず気楽に距離が稼げます。
トロッコ道の往復で約4時間の予定でした。季節の移り変わりが京田辺市よりもかなり遅れていて、期待していた花の開花はあまりのぞめませんでした。それでもイカリソウ、ラショウモンカヅラ、ニリンソウ、マムシグサなどと出会えました。もう少し季節が移るとミヤマカタバミ、イワウチワ、ホウチャクソウ、などの花に会えるかもしれませんね。歩き始めたころは雨対策をしましたが、少したつころから傘もいらなくなりました。芦生は半年間雪が積もり若木幼木時代には雪に押されてそれに打ち勝って成木になっていくのです。山の斜面は幼木にも容赦なく自然の圧力を加え続けるので、成木になっても根元は片仮名の｢し｣の形をしています。初参加の方も数人参加されていました。それぞれまさに大自然の力強さと素晴らしさに満足されていました。ガイドをお願いした顧問の上島さんは、これから希望者がおられたらどんどん案内させていただきますからと話されていました。心強いお話でした。これからも、ぜひ実現したいものですね。
新名神木津川架橋橋脚建設工事見学　12本の橋脚工事　46億円　下部完成目途2015年度
　　
高速道路の建設には多くの方々の意見があって政権交代するという歴史的な出来事の一つの要素でもありました。新名神道路もそういった流れの中で建設中止の方向に向いていたように思います。しかし今日では木津川橋梁の建設工事が進められています。賛成反対は別にして、京都南部で河川にこれだけ大掛かりな土木工事は今後見通せないということで現地見学を計画しました。朝から雨天で心配しましたが、53名の皆さんが集合、中部住民センターで工事規模や進捗状況など概略の説明を受け、木津川で行われている12本の橋脚建設現場の視察に移りました。橋脚部分だけで46億円の工事で、2年間で完成させなければということです。水が流れている部分は水流域を移動させて掘削を行い、起訴の最深部は40ｍになるそうです。この日は摂南大学生や京都大学院生の皆さんと、角京都大学教授や竹門准教授さんも参加されていて、砂中の生物の発見ができればとお越しになっていました。参加者の質問では、橋脚の基礎部分の砂が流れないように石による防止埋め立てを計画しているが、ここに生物が多様に生きられるよう配慮してほしいと要望がありました。そのほか水制工の設置も仕上げの段階で実施していただきたいとの意見もありました。
日本生命の京都府への60haの寄付土地について
　　
昨年京都府に日本生命から学研都市計画のうち三山木地域の土地60haが寄付された新聞報道がありました。その土地の活用について府有資産活用課にお聞きしました。「基本的には開発計画があり、何年かかるかわからないがその方向をもっています、」との意向でした。次に京都府政策企画部部下学術研究都市推進課を訪ねて、現在の状況をお聞きしました。どのように活用していくのか地元京都田辺市の方と相談中とのことでした。京田辺市の林さんと相談してみてくださいとの助言をいただきました。この土地は火薬を弾薬から抜き出す作業をされていた場所で、すり鉢状になった作業場が今も形を起こしているようです。一度里山の会として現場を歩いてみようではないかと事務局会議で一致しました。
元園芸研究所跡地の利用について　
一昨年京都府の農政課の助言で、跡地の利用について、賛同があって地域力再生プロジェクト事業交付金の申請を行いました。しかし具体的に借用を伝えるとNPOへの土地貸出しの仕組みがないのでと借用願いが却下されてしまい、あわてて、大村さんの市誘致御提供を受けて里山農園の開園に漕ぎつけることができました。その後2年が経過しているので再度借用への対応を行いました。今年は京田辺市の農政課の受け止め方が少し前向きに受け止めていただき府への働き掛けをいただいているようでした。ぜひとも借用が実現するようしっかりお願いしようと思っています。
5月20日（月）午後9時半KBSで里山の会の活動紹介が放映　　
5月3日に実施したハイキングと希少植物の保全管理、木津川での川調べの子どもたち、里山農園での植え付けなど、京田辺の里山の魅力と里山の会の活動紹介が放映されます。多くの皆さんの視聴をお願いします。お知り合いご友人などにご案内をお願いします。里山の会を知っていただく絶好の機会ですので、多くの方々に見てほしいとご紹介ください。お願いします。
小水量発電の現地調査　12日　
市川先生と視察　新エネルギーとして話題になっているのが小水力発電です。大規模は設備を必要としない手軽に取り組める装置として、京都市立伏見工業高校御足立義彦先生と一緒に天津神神社や市役所裏、馬坂川、普賢寺川の4か所を訪ねていただきました。可能性のあるところが2か所見つかりました。自分たちで制作すると廉価で発電が可能だということが分かりました。
里山農園　田植え参加者募集・・予定日6月2日（日）　午前10時から13時　低温により早苗の成長が遅れている。例年ですと今頃田植えの日時が明確になってなければなりません。ところが、お茶摘みも5月中ごろから始まるだろうということです。
京都府の地域力再生プロジェクト事業交付金　申請の骨子固まる　
①木津川読本の発刊（220万）　②里山農園のイノシシ防護柵（30万）　③炭焼き釜の屋根設置（50万）合計300万円を申請することにしています。
レンリソウ観察会　5月19日　10時　近鉄新田辺駅西口集合　12時解散　　
レンリソウは2007年5月に会員鈴木由紀枝さんによって発見されました。村田源先生のお話では43年前に近畿地方で情報がなく絶滅とされていました。
観察会の道すがらお話する項目は①内排水問題②樋門の役割③神矢樋門の排水テスト④農産物と異常低温⑤「京都府の絶滅の恐れのある生物」⑥山城大水害について。
19日（日）9時半より
里山農園のイノシシ対策防護柵設置をします。　応援よろしくお願いいたします

